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９人が町政を問う

竹間沢東地区の環境整備について
企業誘致・留置の為にも早急に整備の実施を拔 井 尚 男

ぬく    い     ひさ   お

三芳みらい

残地処分の有効活用について
ポケットパークやベンチの設置を！岩 城 桂 子

いわ    き    けい    こ

公明党

に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　

平
和

を
願
え
る
授
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
更
に
周
知
し
指

導
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

８
月
の
一
定
期
間
を
平

和
推
進
月
間
と
し
、
平
和
事
業

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

答

総
務
課
長　
図
書
館
で
は

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
戦
争
と
平
和

を
テ
ー
マ
に
展
示
を
し
て
い
る

が
、
県
の
平
和
資
料
館
か
ら
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
を
借
用
し
展
示

会
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①�

放
射
能
汚
染
対
策
の
取
り
組

み
は

②�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

助
成
の
継
続
は

③�

平
和
教
育
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問

都
市
計
画
道
路
に
あ
る

藤
久
保
６
区
内
の
残
地
に
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
、
お
年
寄
り

が
休
め
る
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

答

財
務
課
長　

自
主
財
源

確
保
の
た
め
売
却
を
進
め
て
い

る
が
、
有
効
利
用
の
面
で
は
理

解
で
き
る
の
で
住
民
の
意
見
も

聞
き
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

住
民
の
命
を
守
る
対
策
を

問

女
性
の
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
が
配
布
さ
れ
て
い

る
が
受
診
率
が
低
い
状
態
で
あ

る
。
乳
が
ん
や
増
加
傾
向
に
あ

る
前
立
腺
が
ん
も
い
つ
で
も
受

診
で
き
る
よ
う
集
団
検
診
か
ら

個
別
検
診
は
で
き
な
い
か
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
長　

東

入
間
医
師
会
と
さ
ら
に
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問

生
活
習
慣
病
予
防
と
受

診
率
向
上
の
た
め
最
近
身
近
な

コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
健
康
診
断
が
注
目
を
集
め
て

い
る
が
、
当
町
で
も
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

答

住
民
課
長　
現
在
、
特
定

健
診
を
行
っ
て
い
る
が
、
若
い

世
代
へ
の
効
果
も
考
え
コ
ン
ビ

ニ
健
診
も
検
討
し
て
い
く
。

戦
後
70
年
の
平
和
事
業
は

問

本
町
の
非
核
平
和
都
市

宣
言
は
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う

町内唯一のポケットパーク

答

秘
書
広
報
室
長　

条
例

に
あ
る
よ
う
に
、
町
長
が
推
薦

し
町
議
会
の
同
意
を
得
て
選
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
22
年

の
時
は
名
誉
町
民
選
考
委
員
会

を
設
置
し
町
長
の
諮
問
に
よ
り

検
討
が
さ
れ
答
申
を
受
け
て
議

会
に
上
程
が
さ
れ
た
。

問

前
回
の
授
与
よ
り
5
年

が
経
過
し
平
成
27
年
度
は
町
制

施
行
45
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
る
の
で
、
町
内
に
対
象

者
が
い
る
の
か
も
含
め
て
検
討

す
る
べ
き
な
の
で
は
。

答

秘
書
広
報
課
長　

選
考

委
員
会
は
常
設
で
は
な
く
、
町

長
の
発
議
に
よ
り
検
討
さ
れ
答

申
を
得
る
も
の
で
あ
り
町
長
に

よ
っ
て
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

問

竹
間
沢
東
地
区
内
の
道
路

環
境
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課
長　
こ
の
地

区
は
軟
弱
地
盤
を
埋
め
立
て
た

造
成
地
で
道
路
や
歩
道
の
傷
み

が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

今
後
の
修
繕
計
画
は
。

答

道
路
交
通
課
長　

竹
間

沢
東
地
区
の
埋
設
管
の
敷
設
替

え
工
事
計
画
が
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
33
年
度
ま
で
計
画
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
計
画
に
合
わ
せ

て
予
算
の
範
囲
内
で
修
繕
工
事

を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問

遊
水
池
管
理
に
つ
い
て

現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答

上
下
水
道
課
長　

第
一

調
整
池
に
は
約
１
２
０
０
㎥
、

第
二
調
整
池
（
公
園
下
）
に
は

約
７
０
０
㎥
の
堆
積
物
が
堆
積

し
て
い
る
状
態
だ
。

問

遊
水
池
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
か
。

答

上
下
水
道
課
長　

第
一

調
整
池
は
半
分
位
機
能
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

問

今
後
の
管
理
計
画
は
。

答

上
下
水
道
課
長　

毎
年

予
算
要
望
し
て
き
た
が
か
な
わ

ず
に
い
た
。
平
成
27
年
度
は
予

算
承
認
を
頂
い
て
い
る
の
で
、

浚
渫
工
事
を
行
い
堆
積
物
除
去

が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

問

三
芳
町
名
誉
町
民
の
選
定

方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

竹間沢東の調整池
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一般質問

認知症の対応策は大丈夫か
いつまでも住み続けられる三芳町に

石 田 豊 旗
いし    だ    とよ    き

下水道使用料の値上げはするべきでない
地域でつくる自然エネルギーの普及吉村美津子

よしむら  み    つ    こ

日本共産党

症
に
な
っ
て
も
自
分
の
意
志
が

尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

に
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
環
境
を
し
っ
か
り

作
っ
て
行
き
た
い
。

問

新
ご
み
処
理
施
設
の
平
成

28
年
度
稼
働
開
始
の
状
況
は
。

答

環
境
課
長　

現
行
の
分

別
・
収
集
・
運
搬
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
町
民
の
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
協
議
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
家
庭
系
粗
大
ご
み
の

有
料
化
に
つ
い
て
は
両
市
町
の

間
で
実
施
に
向
け
て
協
議
し
て

い
る
。

問

路
上
喫
煙
の
禁
止
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
な
ど
の
条
例

化
は
。

答

環
境
課
長　
（
仮
称
）
三

芳
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
と

し
て
制
定
に
向
け
検
討
中
。

問

65
歳
以
上
高
齢
者
の
約
４

人
に
１
人
が
認
知
症
や
そ
の
予

備
軍
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
社
会
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
認
知
症

の
普
及
・
啓
発
で
年
に
１
回
講

演
会
を
実
施
、
ま
た
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
住

民
に
理
解
を
深
め
て
い
る
。

問

認
知
症
発
症
予
防
策
と

し
て
の
啓
蒙
活
動
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
体
を

動
か
す
こ
と
が
予
防
に
繋
が
る

と
考
え
高
齢
者
を
対
象
に
、
い

も
っ
こ
体
操
を
行
っ
て
い
る
。

問

認
知
症
へ
の
対
応
に
当

た
り
町
長
の
考
え
は
。

答

町
長　

超
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
認
知
症
者
も
増
加
し

如
何
に
対
応
し
て
い
く
か
、
大

き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
一
歩
先
ん
じ
て
何
ら
か
の

手
を
打
つ
と
い
う
強
い
意
志

と
、
こ
の
問
題
を
社
会
全
体
で

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

国
の
諸
策
に
基
づ
き
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
、
そ
し
て
認
知
症
の

様
態
に
応
じ
た
適
時
、
適
切
な

医
療
や
介
護
士
の
提
供
、
若
年

性
認
知
症
施
策
の
強
化
、
認
知

症
介
護
者
へ
の
支
援
等
、
町
で

は
追
い
つ
い
て
い
な
い
点
も

多
々
あ
る
。
今
後
出
来
る
こ
と

を
、
し
っ
か
り
遂
行
し
、
認
知

用
を
考
え
て
い
る
。
現
在
調
整

中
で
あ
る
。

問

調
整
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
き
は
、
新
施
設
の
建
設
も

考
え
る
べ
き
で
は
。

答

町
長　

そ
の
よ
う
な
場

合
も
あ
る
。

地
域
で
つ
く
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及

問

農
地
や
平
地
林
を
生
か

し
た
小
風
力
発
電
の
研
究
や
薪

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
資
源
と
位
置
づ
け
、市
民・

地
域
主
体
に
よ
る
普
及
で
地
域

発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
理
念
に

基
づ
く
条
例
制
定
を
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　

農
家

を
は
じ
め
、
地
域
よ
り
気
運
が

高
ま
れ
ば
、
そ
の
中
で
条
例
制

定
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
家
庭
ご
み
出
し
の
支
援
を
す

る
べ
き
で
は
。

問

下
水
道
使
用
料
の
改
定

に
つ
い
て
、「
下
水
道
審
議
会
」

で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
値
上

げ
の
諮
問
の
理
由
は
何
か
。

答

上
下
水
道
課
長　

①
長

い
間
値
上
げ
を
し
て
い
な
い
。

②
一
般
会
計
が
厳
し
い
の
で
、

繰
入
金
を
減
ら
す
た
め
。

問

次
回
の
「
下
水
道
審
議

会
」
は
い
つ
開
会
す
る
の
か
。

答

上
下
水
道
課
長　

４
月

末
か
ら
５
月
中
旬
ご
ろ
と
考
え

て
い
る
。　

問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、
３
億
２
０
０
０
万
円
や

２
億
９
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

平
成
26
年
度
の
予
算
で
は

２
億
５
１
０
０
万
円
、
平
成
27

年
度
は
２
億
２
５
０
０
万
円
と

２
６
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
前
の
よ
う
に
２
億

９
０
０
０
万
円
に
す
る
と
、
値

上
げ
の
必
要
は
な
い
の
で
は
。

答

上
下
水
道
課
長　

そ
の

よ
う
に
思
う
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
存
続
を

問

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
存

続
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

答

福
祉
課
長

　
民
間
の
施
設

を
借
り
て
の
使

自然エネルギーを利用した
小風力発電設備
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一般質問

問

育
児
休
暇
取
得
者
は
、
こ

こ
数
年
で
倍
増
し
て
い
る
。
仕

事
に
復
帰
す
る
た
め
に
、
育
児

休
暇
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
、
町
の
本
当
の

待
機
児
童
数
は
わ
か
ら
ず
正
確

な
保
育
の
必
要
量
が
出
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
今
後

は
町
と
し
て
、
育
児
休
暇
取
得

者
の
数
も
把
握
し
て
い
き
た
い
。

ひ
と
休
み
ベ
ン
チ
の
設
置
は

問

計
画
道
路
沿
い
で
町
所

有
の
小
空
き
地
に
ベ
ン
チ
を
設

置
し
、
お
年
寄
り
や
皆
さ
ん
に

便
利
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
は
。

答

財
務
課
長　
売
却
を
考
え
、

そ
の
後
、
地
域
の
方
と
協
議
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

問

食
育
は
、
人
間
形
成
に
欠

か
せ
な
い
も
の
だ
が
食
育
推
進

計
画
の
進
行
状
況
の
確
認
や
評

価
等
は
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
長　

第

3
次
食
育
推
進
計
画
の
中
に
掲

載
す
る
。

問

給
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
等
で
問
題
が
お
き
た
場
合
に

は
、
三
芳
町
食
育
推
進
栄
養
連

絡
会
で
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
長　

情

報
の
収
集
・
共
有
・
発
信
を
含

め
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

保
育
の
充
実
に
つ
い
て

問

こ
ど
も
子
育
て
支
援
新

制
度
に
よ
り
既
存
の
保
育
所
児

童
で
保
育
時
間
等
の
変
わ
っ
た

保
護
者
は
。

答

子
ど
も
支
援
課
長　

大
き
く
利
用
の
変
わ
っ
た

児
童
は
い
な
い
。

問

2
月
1
日
現
在
の
待

機
児
童
は
、
低
年
齢
児
が

15
人
と
の
事
だ
が
過
去
3

年
間
の
同
時
期
の
待
機
児

童
は
も
っ
と
多
い
。
な
ぜ

今
年
は
、
減
少
し
た
と
考

え
る
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　

県
の
方
針
に
従
っ
て
、
育

児
休
暇
中
の
児
童
は
、
待

機
児
童
の
数
に
加
え
な

か
っ
た
た
め
。

国保「広域化」で国保税値上げに影響か
「エコミュージアム構想」の研究を杉 本 し げ

すぎ  もと

日本共産党

補
助
、
住
宅
取
得
費
補
助
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
、
家
具
購
入
補

助
等
を
実
施
し
て
い
る
。
当
町

で
は
ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
「
地
方

創
生
」
事
業
の
中
で
、
若
者
等

に
よ
る
子
育
て
懇
談
会
を
行
う

予
定
。ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
い
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

問

三
芳
町
に
は
「
三
富
開
拓

地
割
」
を
は
じ
め
多
く
の
歴
史

文
化
財
が
点
在
し
て
い
る
。
特

産
品
直
売
所
、
体
験
農
場
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
等
設
置
し
、
一
日

中
家
族
で
自
然
体
験
で
き
る

「
自
然
博
物
館
」
を
創
れ
る
の

は
県
内
で
も
三
芳
町
だ
け
、
ぜ

ひ
研
究
を
。

答

政
策
推
進
室
長　
以
前
に

研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。

交
流
人
口
を
増
や
し
、
町
の
魅

力
を
伝
え
る
点
で
も
有
効
だ
。

問

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制

度
を
平
成
30
年
よ
り
都
道
府
県

単
位
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

狙
い
は
「
保
険
料
の
値
上
げ
」

「
収
納
率
向
上
」「
医
療
費
適
正

化
」
だ
。
三
芳
町
で
は
今
年
も

拠
出
金
が
交
付
金
を
上
回
っ
て

い
る
が
、本
格
的
な
「
広
域
化
」

で
は
同
じ
よ
う
に
、
県
が
決
め

る
「
分
賦
金
」
を
市
町
村
国
保

か
ら
出
し
合
う
共
同
運
営
と
な

る
が
保
険
税
値
上
げ
と
な
ら
な

い
か
。

答

住
民
課
長　
今
年
は
「
財

政
調
整
交
付
金
」
が
県
か
ら
来

て
お
り
賄
え
る
。
今
後
は
「
分

賦
金
」
の
計
算
方
式
が
未
定
な

の
で
影
響
は
わ
か
ら
な
い
。

問

国
か
ら
の
支
出
金
が
10

年
前
よ
り
１
割
以
上
減
ら
さ
れ

て
い
る
。強
力
に
増
額
を
求
め
、

町
も
保
険
料
軽
減
対
策
を
続
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

住
民
課
長　

全

国
知
事
会
へ
の
回
答
で

は
３
４
０
０
億
円
の
国

の
支
援
が
約
束
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
財

政
に
要
求
す
る
。

若
者
へ
の
家
賃
補
助

制
度
は

問

群
馬
県
内
の
自

治
体
で
は
、
若
者
の
定

住
政
策
と
し
て
、
家
賃

子育て支援策は町に合った計画を！
町民の住みやすい町をめざして増 田 磨 美

ます    だ    ます    み

日本共産党

三富開拓地割遺跡

保育所の子どもたち
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一般質問

つながりでつくる災害に強いまちづくり
更なる防災意識向上に目指して井 田 和 宏

  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

る
。当
町
も
点
検
す
べ
き
で
は
。

答

道
路
交
通
課
長　

平
成

25
年
9
月
に
一
斉
点
検
を
実

施
。
今
後
も
定
期
的
に
行
っ
て

い
く
。

問

県
道
の
歩
道
に
児
童
を

守
る
防
護
柵
を
設
置
し
て
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
川
越
県

土
整
備
事
務
所
と
協
議
す
る
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

問

音
声
案
内
付
き
歩
行
者

信
号
機
や
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン

を
設
置
し
て
は
。

答

福
祉
課
長　
重
要
な
装
置

と
考
え
る
。
今
後
、
信
号
機
の

設
置
や
協
議
が
行
わ
れ
る
際
に
、

担
当
部
署
と
検
討
し
て
い
く
。

問

公
共
施
設
等
に
高
さ
の
低

い
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
は
。

答

福
祉
課
長　
検
討
す
る
。

問

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
と
共
に
、
東
京
圏
へ
人

口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
す
る

た
め
、
引
越
し
奨
励
金
や
妊
産

婦
歯
科
検
診
費
助
成
等
を
実
施

し
、
地
方
移
住
の
促
進
を
図
っ

て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　

今
以

上
に
就
労
対
策
、子
育
て
支
援
、

住
宅
支
援
対
策
等
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
町
の
状
況

を
鑑
み
、
検
討
し
て
い
く
。

問

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

等
を
活
用
し
て
若
者
雇
用
・
安

住
促
進
を
行
っ
て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　

非
常

に
重
要
と
認
識
。
若
者
雇
用
創

出
・
定
着
化
に
向
け
努
力
す
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
は
実
施
さ
れ
る
か
。

答

政
策
推
進
室
長　

プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
で
平
成
27
年
夏

頃
に
発
行
す
る
予
定
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

問

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用
し

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
し
て
は
。

答

道
路
交
通
課
長　

事
業

実
績
が
な
く
調
査
研
究
中
。

問

一
戸
一
灯
運
動
の
推
進
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
機
会
が

あ
れ
ば
区
長
会
等
で
紹
介
し
効

果
や
課
題
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問

支
柱
の
あ
る
標
識
等
が

根
腐
れ
に
よ
っ
て
転
倒
す
る
事

故
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

問

防
災
機
能
と
し
て
の
畑
、

雑
木
林
の
活
用
は
。

答

観
光
産
業
課
長　
三
芳
の

農
業
に
は
多
様
な
役
割
が
あ

り
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
持

続
的
に
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
町

独
自
の
防
災
拠
点
を
作
っ
て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
（
仮

称
）
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園
を

検
討
す
る
中
で
そ
の
よ
う
な
機

能
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問

災
害
に
強
い
町
、
災
害
が

少
な
い
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　

定
住

人
口
の
増
加
や
企
業
誘
致
に
お

い
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
特

に
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

10
月
に
行
わ
れ
た
地
域

連
携
避
難
訓
練
の
成
果
は
。

答

自
治
安
心
課
長　

参
加

者
の
気
づ
き
の
中
か
ら
防
災
課

題
の
抽
出
が
始
ま
っ
た
こ
と
や

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
で

き
た
。

問

物
資
等
備
蓄
は
十
分
か
。

答

自
治
安
心
課
長　

食
料

に
つ
い
て
は
確
保
で
き
て
い

る
。
飲
料
水
は
増
強
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問

児
童
生
徒
と
地
域
住
民
の

合
同
避
難
訓
練
を
考
え
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　

関
係

機
関
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

学
校
で
の
防
災
教
育
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
避
難
訓

練
や
特
別
活
動
等
の
授
業
を
通

じ
て
防
災
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

問

具
体
的
な
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
活
動
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
学

校
応
援
団
等
で
の
協
力
を

は
じ
め
様
々
な
場
面
で
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。問

地
域
の
人
（
特
に
高

齢
者
）
と
の
交
流
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
学

校
行
事
に
招
待
し
た
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

る
。

平成27年夏にプレミアム商品券の発行が決定
地方創生交付金を活用して魅力あるまちに！小 松 伸 介

  こ    まつ  しん  すけ

公明党

横断歩道の点字ブロック“エスコートゾーン”
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一般質問

　９日　三芳町議員定数適正化検討特別委員会
１１日　議会運営委員会
１２日・１３日・１５日～１８日　予算特別委員会

（１５日は休日議会）
１８日　議会改革推進特別委員会
１９日　入間東部地区消防組合議会議会運営委員会
　　　　入間東部地区衛生組合議会議会運営委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会
２０日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
２３日　議会運営委員会
２５日　入間東部地区消防組合議会第 1回定例会
　　　　入間東部地区衛生組合議会第 1回定例会
３１日　議会広報広聴常任委員会

４月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　６日　埼玉県町村議会議長会正副会長会
　　　　埼玉県町村議会議長会役員会
　８日　議会広報広聴常任委員会

２月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　３日　議会運営委員会
　５日　�平成 27年入間東部地区消防組合議会第１回臨時会
　６日　厚生文教常任委員会所管事務調査
　　　　厚生文教常任委員会
１０日　埼玉県町村長・町村議会正副議長合同研修会
１３日　入間郡町村議会議長会
　　　　三芳町議員定数適正化検討特別委員会
１７日　全員協議会
１８日　議会運営委員会
１９日　総務常任委員会
２５日～３月２３日　第２回定例会
２５日　総務常任委員会
２６日　埼玉県町村議会議長会平成 26年度定期総会

３月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　３日　議会運営委員会
　６日　全員協議会
　　　　総務常任委員会

議 会 活 動 日 誌

社会資本整備を第一に考えたまちづくり！
町内全域！不満のない公共交通の充実！

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

路
整
備
を
行
う
べ
き
と
感
じ
て

い
る
。

問

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
る

藤
久
保
小
付
近
の
信
号
が
未
だ

に
設
置
さ
れ
る
目
途
が
た
っ
て
な

い
の
が
現
状
だ
が
、
危
険
個
所

回
避
の
た
め
、
信
号
が
付
く
迄

の
間
だ
け
で
も
通
学
路
の
変
更

等
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

学
校
教
育
課
長　

学
校

側
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

問

３
か
月
の
試
行
運
転
を

終
え
て
、
利
用
者
・
非
利
用
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
後
、
本
格

運
行
に
向
け
て
の
改
善
点
は
。

答

政
策
秘
書
室
長　
利
用
日
、

利
用
時
間
、
共
通
乗
降
場
、
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
改
善
す
る
。

問

幹
線
５
号
線
の
道
路
拡

幅
・
歩
道
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
今
の
と

こ
ろ
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

交
通
安
全
対
策
と
し
て
地
権
者

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
の
計
画
が
進

ん
で
い
る
中
、
幹
線
15
号
線
の

歩
道
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
現
在
、

道
路
幅
員
が
６
メ
ー
ト
ル
し
か

な
い
た
め
歩
道
設
置
は
難
し
い
。

歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
路

面
標
示
等
の
設
置
を
し
た
い
。

問

駅
か
ら
の
鶴
瀬
西
通
り

線
が
国
道
ま
で
の
拡
幅
工
事
が

完
了
し
た
際
、
交
差
点
改
良
に

伴
い
、
国
道
よ
り
西
側
の
藤
久

保
第
５
区
集
会
所
前
を
通
る
幹

線
19
号
線
の
交
通
量
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
懸
念
し
て
い

る
が
、計
画
は
ど
う
な
っ
て
る
か
。

答

道
路
交
通
課
長　

国
道

２
５
４
号
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
は

滞
留
場
所
と
し
て
幅
員
６・
４

メ
ー
ト
ル
で
拡
幅
整
備
す
る
。

そ
の
先
の
事
業
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
が
、
将
来
的
に
は
ご

指
摘
の
よ
う
に
全
町
を
考
え
た

計
画
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

答

都
市
計
画
課
長　

鶴
瀬

駅
西
通
り
線
の
全
線
完
成
に
よ

り
、
ご
指
摘
の
通
り
交
通
量
も

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

国
道
か
ら
幹
線
５
号
線
ま
で
道

幹線19号線
狭い区間

幹線５号線の
狭い区間




